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大学院受験（飛び級制度）
特待生制度
国際交流・海外留学支援



研 究 科 専 攻

理 学 研 究 科

応 用 数 学 専 攻（博士課程前期）
応 用 物 理 学 専 攻（博士課程前期）
化 学 専 攻（博士課程前期）
地 球 圏 科 学 専 攻（博士課程前期）

工 学 研 究 科

機 械 工 学 専 攻（博士課程前期）
電 気 工 学 専 攻（博士課程前期）
電 子 情 報 工 学 専 攻（博士課程前期）
化学システム工学専攻（博士課程前期）

スポーツ健康科学研究科 スポーツ健康科学専攻（博士課程前期）

大学院受験（飛び級制度）
大学に3年以上在学している者で、「本学の大学院の定める単位を優秀な成績で修得したと認めるもの」
は大学院を受験することができる。（大学院学則第30条第1項第9号）

1研究科及び専攻

2出 願 資 格

志願者は、所属する学科において、成績及び単位修得状況等に関する所定の要件を満たしていること。

3出願手続等

出願手続・願書受付時期・入学試験等の詳細については、大学院事務課に問い合わせてください。

特待生制度
本学には、学業成績並びに品行の特に優秀な学生を「特待生」として表彰する制度があります。（学則
第40条）。この制度は、優秀な成績を修めた学生の栄誉を称えるとともに、今後の学生生活や社会生活に
おける自信に繋げ、更なる活躍を期待して設けられたものです。
前年度の学業成績や品行をもとに、学部ごとの選考基準により、学部学科、学年別に選考します。各学

部の2年次以上の学生を対象に、全学で約200人が選ばれ、特待生には、規定された奨学金が授与されま
す。
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国際交流・海外留学支援
世界には日本と大きく異なる文化、歴史、言語、宗教、習慣を持つ国や地域が存在しています。本学で

は、そうした価値観や文化を理解する広い視野を持ち、国際社会で大いに活躍できる人材の育成を目指し、
海外協定校を中心とした学術交流を行っています。
同時に、学生が“海外で学ぶ”プログラムとして、交換留学や海外研修、海外語学研修、認定留学など

の制度だけでなく、学部留学生、交換留学生をはじめとした外国人留学生の受入れも積極的に行っており、
福岡大学生が“学内で学ぶ”環境も整備しています。
また、交換留学をめざす全学部生を対象とした「特別授業」や交換留学、海外研修に関するガイダンス

を行う「留学フェア（2024年4月と9月の年2回実施）」など、国際交流・海外留学支援を促進する様々
なプログラムを行っています。ぜひ参加してください。

1交 換 留 学
1．交換留学制度について
交換留学とは、海外の大学との協定に基づいて協定校から学生を受け入れると同時に、本学の学生を学

籍上「在学」の扱いで協定校に1年間派遣する制度です。留学先大学では主に専門科目の知識修得を目的
とし、履修した科目は内容・時間数等により帰国後に本学の授業科目として単位認定されます。また、留
学先大学での授業料は免除され、本学より留学援助金が助成されます。
出願年次は1～3年次です。交換留学実施大学、出願時期、派遣期間については下表を参照してくださ

い。選考は語学能力、学業成績および面接により総合的に評価し判定します。対象学部など交換留学につ
いての必要な情報や留意事項は国際センターウェブサイトに掲載しています。また、わからないことがあ
れば、国際センター事務室に相談してください。
※この他に人文学部が独自に行っている交換留学があります。人文学部の交換留学については、教務二課
（人文学部）にお問い合わせください。

交換留学実施校一覧 （内容が変更となる場合がありますので、出願に際しては事前に国際センター事務室にお問い合わせください。）

大 学 名 国・地域 出願時期 派遣期間 対 象 学 部
仁 川 大 学 校

韓 国

2024年5月下旬

2025年2月

～

2026年1月

医・薬を除く学部

蔚 山 大 学 校
東 義 大 学 校
釜 山 大 学 校
慶 煕 大 学 校
啓 明 大 学 校
慶 南 大 学 校
国 民 大 学 校
釜 慶 大 学 校 人文・法・経済・商・理・工
東 国 大 学 校 人文・経済・商・理・工・

スポーツ科
東 亜 大 学 校
慶 北 大 学 校
釜山外国語大学校 人文・経済・工

成 均 館 大 学 校 人文・経済・商
（いずれの学部も1年次生の出願不可）

華 東 師 範 大 学

中 国

医・薬を除く学部煙 台 大 学
揚 州 大 学
広 州 大 学 医・薬を除く学部
黒 龍 江 大 学 人文・経済・商
中 央 財 経 大 学 人文・法・経済・商
ハルピン理工大学 人文
西 安 交 通 大 学 人文・法・経済・商・理・工
上 海 財 経 大 学 人文

Ⅴ．その他
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大 学 名 国・地域 出願時期 派遣期間 対 象 学 部
国 立 高 雄 大 学

台 湾
2024年5月下旬

2025年2月～

2026年1月

人文・法・経済・商・理・工

輔 仁 大 学 人文・法・経済・商
（いずれの学部も3年次生の出願不可）

ハ ノ イ 大 学 ベ ト ナ ム
医・薬を除く学部

リ ー ズ 大 学

イ ギ リ ス

2024年10月下旬

2025年8月

～
2026年7月

ニューカッスル大学 人文・法・経済・商

セントラル・ランカシャー大学 医・薬を除く学部
（いずれの学部も1年次生の出願不可）

リ ヨ ン 政 治 学 院
フ ラ ン ス

人文・法・経済・商
セルジー・パリ大学 人文・法・経済・商・工
パ リ ・ シ テ 大 学 人文・法・経済・商・理・工
リ エ ー ジ ュ 大 学 ベ ル ギ ー 人文・法・理・工
タ ン ペ レ 大 学 フィンランド 人文・商・理
セ ビ ー ジ ャ 大 学 ス ペ イ ン

医・薬を除く学部
連邦立サンタ・カタリナ大学 ブ ラ ジ ル

海外研修実施校一覧

大 学 名 国 名 対象学部 募集時期 研修期間
蔚 山 大 学 校 韓 国

全学部
4月上旬 8月初旬～8月下旬

※ウオッシュバン大学 アメリカ
9月中旬 2月中旬～3月中旬

※ グ リ フ ィ ス 大 学 オーストラリア

※海外英語研修2単位として認定されます（卒業要件単位としての取扱いは学則および学科履修規程によ
ります）。

海外語学研修実施校一覧

大 学 名 国 名 対象学部 定員 募集時期 研修期間
ニューカッスル大学 イギリス

全学部

25人
5月上旬

8月初旬～8月下旬
シ ア ト ル 大 学 アメリカ 20人

8月下旬～9月上旬
ハ ノ イ 大 学 ベトナム 10人
揚 州 大 学 中 国 20人 10月上旬 2月下旬～3月中旬

2海外研修・海外語学研修

1．海外研修制度について
海外研修とは、海外の大学との協定に基づいて学生を短期間（1カ月間または約20日間）協定校に派遣
する研修制度です。主に語学研修、文化研修、ホームステイ等を通じて語学力と国際感覚の養成を目的と
しています。全学部の学生を対象に募集を行い、選考試験（筆記試験および面接）によって各大学21人（予
定）の学生を選抜します。本学から往復渡航旅費相当額が助成されます。蔚山大学校は1～4年次生まで、
ウオッシュバン大学、グリフィス大学は1～3年次生（医学部医学科・薬学部は1～4年次生）まで出願
可能です。

2．海外語学研修について
海外語学研修は、選考試験は行われませんが、経費は全額自己負担となります。語学力を向上させたい、

現地の文化や歴史に触れたいと考えている皆さんを対象としたプログラムです。受付は先着順で、定員に
なり次第、募集を締め切ります。1～4年次生まで出願可能です。
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科 目 名 講 師 曜 日 ・ 時 限
Introduction to Global Career Design（初級） 新 田 よしみ 前期・木曜・5限
Japanese Subcultures（初級） 新 田 よしみ 前期・火曜・4限
To be a competent speaker（初級） 新 田 よしみ 後期・水曜・5限
Cartoons in America（初級） 新 田 よしみ 後期・火曜・5限
Overseas Training Program（初級） S. A. ウエストン 前後期・月曜・4限
Global Issues Practicum（中級） S. A. ウエストン 前後期・水曜・4限
Japanese History and Culture（中級） クロス,ティモシー 前期・火曜・5限
朝鮮語をのばそう！（中級以上） 申 鎬 前・後期・木曜・5限
歩歩高 中級中国語 王 雲 燕 前・後期・木曜・5限
実践フランス語 清 水 りえ子 前・後期・金曜・5限

科 目 名 回 数 開 催 時 期
Interactive English 4回完結 前期（5月）／後期（10月）
グローバル育成能力講座 4回完結 前期（6月）／後期（11月）
IELTS Speaking 特講 10回コース 4月（その後随時対応）
将来海外で働きたい人向けの履歴書・カバーレター書き方講座 6回コース 4月（その後随時対応）

3留学支援のためのプログラム

国際センターでは、全学部学生を対象に次のような授業を開講します（単位認定なし）。
交換留学をめざす学生を対象に朝鮮語、中国語、フランス語の語学力向上を目的とした授業や英語で何

かを学びたい学生のために、様々な学習内容の英語授業を実施します。受講料は無料です。
前期申込受付は3月中旬～4月上旬、後期申込受付は7月上旬～9月上旬で、国際センター事務室が案

内します。

2023年度実績（参考）

また、受講者のニーズに合わせて国際センター所属の教員による目的別の短期集中講座を実施します。

2023年度実績（参考）

4外国人留学生・海外研修生等の受入れ

本学では、海外の大学との協定に基づいて、イギリス、フランス、フィンランド、ベルギー、ドイツ、
スペイン、中国、韓国、台湾等の協定校から1年間または5カ月間、交換留学生を受け入れています。交
換留学生は、「日本語・日本文化講座」という交換留学生のための授業を受講する学生と、学部の一般科
目を受講する学生に分かれます。また、課外活動にも積極的に参加し、本学学生との交流を深めています。
学士の学位取得を目的として学部留学生選抜に合格して入学した中国、韓国、ベトナム等からの学部留

学生も日本人学生と共に勉学に励んでいます。彼らは外国人留学生会（愛好会）を組織して、学内外で交
流活動を行っています。

Ⅴ．その他
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交換留学、海外研修・海外語学研修、留学のための支援プログラムについては、国際センター事務
室（中央図書館6階）にお問い合わせください。
なお、国際センターのウェブサイトにも本学の国際交流に関する情報を多く掲載していますので、
こちらもご覧ください。

https://www.kokusai.fukuoka-u.ac.jp/

5認 定 留 学

認定留学とは、本学が認定した外国の大学において、事前に本学の許可を得て特定の科目を履修するこ
とを目的とするものです。留学を希望する大学の資料等、必要書類を本学へ提出し許可を得れば認定留学
生となります。留学先大学で履修した科目は本学の授業科目として単位認定されますが、留学先大学へも
授業料を支払わなければなりません。なお、認定留学の詳細については所属する学部の事務部署にお問い
合わせください。
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